　「Ice and Chitin」訳本

　「氷とキチン」

　著者：Pletius Spatec
　この物語は、第２時代の８５５年、Talos将軍がTiber Septimを名乗ってTamrielの征服に着手した後の頃に遡る。指揮官の１人であるYlliolosの Beatiaは、皇帝との謁見から戻る際に、奇襲に驚かされた。彼女と配下の私衛兵である５人の兵士は辛うじて脱出したけれど、一行は軍から離れ離れになってしまった。彼らは、草の生えていない、雨氷〔※１〕に覆われているゴツゴツとした岩壁を徒歩で越えて逃げていった。その襲撃は本当に不意であったので、鎧を身に着けたり馬に乗ったりする暇さえも残されていなかったのである。
　「Gorvighの尾根に辿り着けたら、」副官のAscutusが、向こうの霧の中に聳える峰を手振りで示しながら叫んだ。その彼の声は、風を越えて、辛うじて聞き取れるものだった。「貴女がPorhnakに配置しておいた軍団と合流できます」
　Beatiaは、岩がちの風景を、風に吹き晒されている老木どもを見やってから、首を横に振ってみせた。「その道は駄目だ。山に向かう道を半ば行く前に、我々は打ち倒されるだろう。木々の向こうに、連中の馬の息づかいが感じられるだろう？」
　Gorvighの尾根から離れた湾を横切って、凍りついたNerone地峡〔※２〕に建っている、廃墟になっている古びた要塞へと、彼女は配下の衛兵たちを導いてきた。その要塞は岩がちの岬に突き出ており、北Skyrimに存在する他の多数の放棄された城砦――CyrodiilのReman皇朝の手になる、Akavir大陸〔の侵略〕に対する防御壁の残留物――に似ていた。一行が目的地に到着して火を起こしていると、その背後から、Danstrarの武長〔warchief〕たちの率いる軍勢が、海を除いた唯一の脱出経路を塞ぐために、南西の地にキャンプを張っている物音が聞こえてきた。兵士たちが要塞の備蓄を見定めている間、Beatiaは、廃墟の窓ごしに見える、霧のヴェールに覆われている海水に目を留めていた。
　彼女が１つ石を投げてみると、一陣の霧を這わせている氷上を石が跳ねながら横切っていくのが見えてから、水しぶきを上げつつ〔氷の〕表面に走っている亀裂の中へと石は姿を消した。

「隊長、食料も武器も見つかりませんでした」副官のAscutusが報告した。「保管庫に一山の鎧が在りますが、明らかに、長年に亘って風雨に晒されてきたものです。あれが利用に耐えられるかどうかは、まったく分かりません」
　「ここでは、長らくは持ちこたえられないだろう」Beatiaは返答した。「Nordの連中は、夜が来たら我々の守りが手薄になることを知っているし、それに、この古ぼけた岩〔Beatiaたちが滞在している、石造の要塞〕が連中を寄せ付けないということにはならないだろう。この要塞に使えるものが在ったら、それを探し出せ。氷原を横切って、あの尾根に辿り着かなくてはならない」
　数分後、衛兵たちは、バラバラになっているものを探して組み合わせて、ひどく汚れて傷ついてヒビの入っている、キチン鎧の一式を２組、持ってきた。この城砦を長年に亘って略奪してきた、プライドの欠片も持ち合わせていない冒険者や海賊でさえも、このキチン質の殻は注意に値しないと考えたのだ。兵士たちは、あえて、それらを綺麗にしようとしなかった。その埃が、唯一、それらを繋ぎ合わせておく接着剤であるかのように見えたからである。
　「これを着けても、守りを固めるどころか、ただ身動きを鈍くするだけです」Ascutusは顔を顰めてみせる。「暗くなったら、すぐに氷面を走って渡れば――」
　「あの奇襲を立案・実行できるDanstrarの武長らのような奴なら、それを予想しているだろう。今すぐ、連中が幾らかでも接近してくる前に、迅速に移動せねばならない」Beatiaは埃の中に湾の地図を広げると、海水を横断するような半円形の道――この城砦からGorvighの尾根まで一筋の円弧が伸びている――を描いた。「兵たちは、湾を横切って、こうして長道を行くべきだな。海岸線からの道のりの氷は厚いし、隠れ場になる岩は多い」
　「貴女は、ここに留まって城を守るお積もりですか！？」
　「もちろん、そうではない」Beatiaは首を横に振ると、この城砦から海岸――湾を横切った最も近い地点――への直線を描いた。「キチン鎧の１着を着込んで、ここの海水のところを横断してみる積もりだ。お前たちが陸地に着いて、私の姿も見えず声も聞こえなかったら、待つな。……そのまま、Porhnakに向かえ」
　副官のAscutusは指揮官を思い留まらせようと試みたけれど、彼には分かっていた。敵を陽動するために彼女が〔自分の代わりに〕兵士の１人に自殺行為を命じるのは決して無いだろうこと、そして、武王〔warlord〕の軍勢による妨害が無いとしてもGorvighの尾根に辿り着く前に誰もが息たえてしまうだろうこと。彼にとって見出せた唯一の道は、指揮官の身を守るという責務に栄光を覚えることであった。彼がBeatiaに同行するように説得するのは難しいことであったが、遂には、彼女の方が折れる形になった。
　太陽は低く傾いているものの、いまだ輝きを放散しており、ぼんやりとした光でもって雪を照らしている。その中、５人の男と１人の女が、凍りついた海水の端を目指して、城砦下方の岩がちの地面を忍び歩いていた。BeatiaとAscutusは機敏に適確に足を運びながらも、各々の着込んだキチン鎧が岩に当たり鈍い音を立てながら痛ましく砕けるのに気づいていた。彼らの指揮官の合図によって、４人の非武装の兵士たちは、氷面の向こうの北の方を目指して駆けていった。
　配下の兵士たちが、点在する隠れ場の最初のもの――岬の土台から数ヤードほど離れた、螺旋状になった岩の集まり――に到着したところで、Beatiaは頭上の敵軍が立てる物音に耳を澄まそうと体を向けた。静寂ばかり。まだ連中の姿は見えない。Ascutusは頷いた。その兜ごしの瞳に恐怖の色は浮かんでいない。指揮官と副官は氷上に足を踏み出し、そして、走り始めた。
　Beatiaが城壁から湾を調べてみた時には、対岸に最短で向かう横断面は、広々としており、何の変哲も無い白い平面であるように見えた。いま彼女が氷上に降りてみると、そこは、ずっと〔隠れ場の無いほど〕平たく厳しいものだった。つまり、霧の薄もやは彼らの足首のところに昇ってくるに過ぎないが、彼らが近づくのに合わせて霧の薄もやは逆巻くものだから、まるで自然みずからの手が彼らの居場所を敵勢に対して指差している具合であったのだ。彼らの姿は完全に丸見えになっていた。武長たちの率いる斥候の１人が主人に向けて合図の口笛を吹くのをBeatiaが耳にした時には、彼女は安堵に近いものを覚えた。
　軍勢が迫ってきているかを確かめるために、彼らが振り返る必要は無かった。馬がギャロップ〔※３〕する蹄の物音やら木々を掻き分ける物音が、吹きすさぶ風に混じって極めて鮮明に聞こえてきたからである。
　「兵たちが見つからないように隠れているか、それを確かめるために思い切って北の方をチラッと見られたなら」とBeatiaは願ったけれど、あえて、そうすることは無かった。Ascutusが自分の右隣を走っているのが、彼女には聞こえた――ペースは保っているが、息は荒い。彼は、もっと重い鎧を身に着けるのにも慣れているが、長年に亘って使われていなかったのでキチン鎧の関節は実に脆くきつくなっており、そうして体を曲げているのが彼にとっての精一杯だった。
　Beatiaが弓による最初の一斉射撃を触覚と聴覚で感じ取った時にも、例の尾根に通ずる岩がちの海岸は、いまだ無限の彼方に在るかのようであった。その矢の殆んどは〔氷に〕亀裂の入る鋭い音を立てながら彼らの足元の氷面に突き刺さったけれど、彼らの背後から跳ねてきた数本が済んでのところで的に命中しそうになった。彼女は、沈黙の内に、この鎧を作った何処かの殻工〔shellsmith〕――もう亡くなって久しいだろう――に感謝の祈りを捧げた。最初の矢の雨に第２・第３のものが直ぐに引き続く中を、彼らは走り続けた。
　「感謝します、Stendarr」Ascutusは喘ぎ喘ぎ言った。「要塞に革鎧しか無かったら、すっかり串刺しになってたでしょう。しかし、こうも……ガチガチでなければ良いのだが……」
　Beatiaは、着込んだ鎧の関節が強ばり始めているのを感じた。一歩を踏み出す度、膝と腰のところに覚える抵抗感が増してきているのだ。彼らは徐々に海岸に接近しつつあるけれど、その走る速度はずっと緩やかなものになっている――それは否定できないことだった。氷原を横切って彼らに向かって突撃してくる軍勢の、その馬のギャロップが立てるザクザクという恐ろしい足音を、彼女の耳は初めて捉えた。騎手たちは滑り易い氷上を警戒してフル・スピードで馬を駆ることは無いけれど、しかし、すぐに彼ら２人に追いついてしまうだろうことを彼女は知っていた。
　数本ばかりの矢のアギトならば古びたキチン鎧にも耐えられるけれど、ギャロップする馬の勢いを借りたランスの一撃には耐えられるものではなかった。どれほどの時が経たものか、まったくもって分からなかった。
　AscutusとBeatiaが海岸の端に辿り着いた時には、背後で蹄が刻む轟きは彼らの耳を聾せんばかりであった。海岸の周囲に連なっている大きな尖った岩々が、彼らの接近を阻んでいた。彼らの足元では微かにピシピシという音が起こっている。それでも、可能であったのは、立ち止まることでも走り戻ることでもなく、走って前進していくことであった。鎧の関節部に使われている疲労金属を目一杯に張り詰めさせながら、２人は前方に跳躍して岩々へと跳び付いてみせた。
　氷上〔の岩々〕に向けての最初の着地でもって、亀裂による破裂音が湧き起こった。最後の跳躍のために立ち上がろうとしたところで、波立つ海水が彼らの足元に染み出てきた――薄いキチン鎧を通して、極寒の海水は炎のように肌を突き刺す。Ascutusの右手は〔岩の〕深い亀裂に手がかりを探り当てる。Beatiaは両手で掴もうとするが、彼女の取り付いた岩は霜で滑らかになっている。それぞれの岩に顔面を押し当てる格好になっているため、背後の軍勢に顔を向けることが出来ない。
　しかし、彼らが耳にしたものは、氷が粉々に砕ける物音、そして、ほんの一瞬だけ兵士たちが上げた恐怖に満ちる叫び声であった。そして、後に残るものは静寂――ヒューヒューという風の音、ゴロゴロという小波〔さざなみ〕の音を除いて。程なくして、頭上の岩壁から足音が響いてきた。
　４人の衛兵たちが湾の横断を終えたのだ。２人がBeatiaを、もう２人がAscutusを、それぞれ岩の表面から引き上げてやった。BeatiaとAscutusの重さに苦労したり悪態を吐いたりしながらも、ついに、彼らは指揮官と副官をGorvighの尾根の端まで無事に運んだ。
　「Maraに誓って、軽鎧だというのに何とも重たいこと」
　「ああ」Beatiaは疲れきった風に微笑すると、〔氷が〕砕けて空っぽになってしまっている氷原、そして、自分とAscutusが走ってきた平行線状の道から放射状に伸びている幾つもの亀裂の方を返り見た。「しかし、それも時には役立つものだな」
　訳注

※１　雨が凍った氷の膜。
　※２　水域に挟まれた陸地。

　※３　馬が４脚を浮かして機敏に走る走行法。
